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○伊藤氏よりレーザー開発の進捗状況について報告があった。

10 W級のレーザー増幅器の出力を30 Wまで上げて性能評価をしたので結果を報告する。前置増幅器には半径5μmのYDFを使用した。LDのパワーが200 mWのとき10 mWの種光は100 mWまで増幅された。増幅光のスペクトルに顕著な変化は無い。増幅光のパルス幅の増加もないことから自己位相変調の影響はないと思われる。前置増幅器の45mWの出力を主増幅器に入力したところ、15 Wで出力の飽和が見られた。これはLDの温度が上昇して波長がシフトするためであり、すでに改善の準備を進めている。

Q：75 Wのとき温度が上がるため出力が飽和するとのことだが、温調により効率が改善するのか？

A：温度による波長のシフトを抑制することで増幅率が上昇する。現在は30度で温調をかけているが、冷却能力を大幅に上げて25度にすると増幅率は現状よりも増大するので、性能の大幅アップが見込める。

○西森氏より500 kV電子銃1号機の開発状況について報告があった。

ビームラインと電子銃を接続し、300kVでビームをダンプまで導くことに成功した。細かいアライメントはしていない。GaAsを入れた状態で高電圧を印加したのは初めてだったが、306 kVまで安定であった。ビーム生成により真空度2.5E-9 Paに変化はなかったが、放射線量は2倍程度増加した。500 kV印加に向けた作業として、2000 ℓ/s用NEGシールドの撤去に向けた対策を進めている。

Q：電子銃の真空度はどのくらいか？

A：2.0E-9 Pa以下。ビームラインにつなぐと2.5E-9 Pa程度。

Q：ビームラインはどのくらいか？

A：5E-8 Pa以下である。ゲージの測定限界。

Q：放電は以前と同じ場所か？

A：以前と同じ場所である。

Q：プロファイルモニタの穴は何のためか？

A：ビームサイズを測るため。

Q：カソードをプリパレーションからガンチェンバーに輸送したとき量子効率は変わるか？

A：一晩置いているので、若干減っている。

Q：実際はどのくらいビームを引き出しているのか？

A：電場をかけている時間が２～３時間。ビームを出している時間は短い。

○山本氏より500 kV2号機の進捗状況、BNLにおけるWSについて報告があった。

セラミック管ガードリングの仕様書が今週中に確定する。クライオポンプの予備機を用いて改良点が分かったので、実機のチタンチェンバーの改造を行った。電子銃のチェンバーはSRGによるガス放出速度測定が終了した。セラミック管については、粗排気系の改良後、再ベーキング、ガス放出速度の再確認を今後行う予定。

先週フォトカソードワークショップがブルックヘブンであった。加速器屋と表面物理屋が意見を交わすことを目的としている。NEA表面の半導体カソードに関する報告は、まとめ的な内容をSinclair氏がおこなった。日本からは山本・桑原が超格子カソードについて報告したほか、J-LABのバルクGaAsを使った2光子励起実験、BNLのダイヤモンドカソード、SLACのLiを使った活性化など。浜松ホトニクスの光電子増倍管に使われるマルチアルカリ表面についての意見も交わされていた。

Q：浜松ホトニクスのマルチアルカリカソードについての議論の内容は？

A：他のグループらが製膜しているマルチアルカリカソードに比べて、浜松ホトニクスのPMTに使われている薄膜の方が、はるかにQEが高いという情報など。

C:PMTのQEは吸収光で規格化したもの。通常の加速器の定義と比べて二倍程度大きい。

Q：Cornellの電子銃の進捗報告はあったか？

A：特になかった。

その他

11/12-13の二日間、広島大学の先端物質科学研究科で第四回フォトカソード研究会が行われる。詳細はWEB(http://www.hiroshima-u.ac.jp/schedule/show/id/7400)を参照。参加希望の方は栗木まで連絡を。

次回会合は11/29（月曜）　13:30より

文責　栗木

